
大和南高校の取り組み
一般的な全日制普通科高校が「オンライン授業」をスタートまでの取り組み
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コロナ前
ＢＹＯＤ導入の計画
大和南高等学校のＢＹＯＤ導入計画について



BYOD導入計画（コロナ前）
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コロナ禍
本校でのオンライン授業対応
大和南高等学校のＢＹＯＤ導入計画について



BYOD導入計画（コロナ前）
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取り組みについて
本校でのオンライン授業対応



学習支援グループとして

Google for Education / G suite について職員が触れるように

⽣徒へのアカウント準備 ルール作り

⽣徒へのアカウント配付とルールの明⽰

科⽬の
クラスルーム

作成と⽣徒登録
⽣徒の

トラブル対応体制
アプリのインストール

基本操作の案内

クラスルームの運⽤
⽣徒アカウントの管理

クラスルームの活⽤の定着
Meetの活⽤

Classroomを活⽤したオンライン授業（オンデマンド型）

STEP １

STEP ２

STEP ３

STEP ４

STEP ５

STEP ６



２つの方向にアプローチ

生徒に向けて

ClassroomやFormの活用が
定着するように

操作サポート

教員に向けて

Classroomで
課題配信など学習サポートを

継続するために

簡単動画作成情報の発信



生徒向けサポート動画配信

１．アプリのインストールと設定の⽅法
２．Classroomでのクラスの登録⽅法
３．Classroomの基本的な使い⽅
４．Meetで質問する・会議に参加する⽅法
５．Googleドキュメントを使⽤する課題への取り組み⽅法
6．配信されたテスト（Form）が表⽰できない時

本校ホームページから
誰でも見ることが出来ます。



得意な人・・・周囲を引っ張る

追随できる人・・・試してみる

苦手な人・・・心配性

消極的な人・・・自信が無い

拒絶な人・・・無理には言わない追随できる人・・・試してみる

苦手な人 心配性

情報科として

スキルレベルを山に例えて



情報科として



裾野を広げるためには
•オンライン授業を展開するために何をすべきか
•目的は「オンライン授業」を「広く・手軽」に「誰でもできる」

•高度な技術を使用しても「誰もができない」
•「誰もができる」を目指す！



オンライン動画の作り方を共有



気軽に始める編



Chromebookのみで作ってみる編



OHCを利用する
• ELMO製のOHCの活用
• Chromebookで起動できる IImmaaggeeMMaattee++CC を利用



ZOOMを使って動画を撮影する



大和南高校情報科サイト
•次のQRコードからどうぞ

• https://sites.google.com/gl.pen-kanagawa.ed.jp/yamanan-
infotech2019



他教科でも試してもらえました



情報科の本気編
•動画の撮り方が各教科に浸透した頃合いで本気を見せる。
•「これが情報科だ！」という動画を配信！



Meetの活用
• Meetによる課題の質問対応
• SHR
• 部活ミーティング



Classroom研修
•研究広報グループと協働で研修を実施
•研究広報はBYODを活用した授業スタイルが今年度のテーマ
•研修はMeetを利用し在宅でも参加可能にするなどして開催



まとめ
•校長主導で意見交換の場を設定
•本校では興味がある人中心にオンライン授業の情報共有

•研修で「使える」手応え ・・・ 能書きは抜き！
•情報科は率先して発信 ・・・ 失敗を恐れずにやる！
•簡単な技術で敷居を低く ・・・ コアな部分は何ですか？

•撮るだけでは無く、そのあとに続く授業につなげる（課題）
•情報科はプロだからこそ、簡単を目指し、密かに本気を出す




